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　日本においても、ニルマトレルビル／リトナビル（パ
キロビッド®パック、以下パキロビッド®）がCOVID-19
の治療薬として処方されている。パキロビッド®が
COVID-19に罹患した成人の入院率を低下させること
をCDCが報告しているので紹介する［https://www.
cdc.gov/mmwr/volumes/71/wr/mm7148e2.htm］。

はじめに

　経口抗ウイルス治療薬であるパキロビッド®は、重
度の病気に進行するリスクが高い軽度から中等度の
COVID-19に罹患した成人に処方できるように認可さ
れている。しかし、ワクチン接種状況、年齢層、基礎
疾患に応じたパキロビッド®の利点に関するリアルワー
ルドのエビデンスは不十分であった。

調査

　米国の18歳以上の成人におけるパキロビッド®の利
点を調べるために、大規模な電子カルテのデータを分
析して、「パキロビッド®の処方」と「その後30日以内
のCOVID-19による入院」との関連性を評価した。Cox
比例ハザードモデルを使用してこの関連性を推定し、
人口統計学的特徴、地理的位置、ワクチン接種、感染
既往、基礎疾患の数を調整した。

結果

　2022年4月1日～8月31日の期間にCOVID-19と診
断された18歳以上の1,713,120人のうち、699,848人

（40.9％）が選択基準（重症腎疾患や肝疾患をもたな
いなど）を満たした。それには、診断後5日以内にパ
キロビッド®を処方された198,927人（28.4％）と処
方されなかった500,921人（71.6％）が含まれた。
　パキロビッド®が処方された人と処方されなかった
人での基礎疾患の有病率は同程度であり、92.4％に少
なくとも一つの基礎疾患があった。免疫不全者は研究
集団の9.4％（64,911人）を占め、そのうち30.2％が
パキロビッド®を処方された。パキロビッド®の対象と
なった患者のうち、15.0％に感染既往があり、68.8％

がCOVID-19のmRNAワクチンを2回以上接種してい
た。
　COVID-19と診断されてから30日間で、5,229人

（0.75％）が入院し、これらの入院のうち3,311人
（63.3％）は65歳以上であった。パキロビッド®が処
方されなかった500,921人のうち、入院したのは4,299
人（0.86％）であったのに比較し、パキロビッド®が
処方された198,927人のうち、入院したのは930人

（0.47％）であった。
　パキロビッド®によって入院率が低下し、調整ハザー
ド比（aHR）は研究集団全体で0.49、COVID-19の
mRNAワクチンを3回以上接種された人々で0.50、2回
接種された人々で0.50、全年齢層で0.59（18～49歳）、
0.40（50～64歳）、0.53（65歳以上）であった。
　また、COVID-19による入院中に211人の死亡が報
告された。パキロビッド®が処方された人では、0.01％

（198,927人中29人）が死亡したのに対し、パキロビッ
ド®を処方されなかった人では0.04％（500,921人中
182人）であった。

考察

　COVID-19と診断された米国の成人のうち、過去に
感染した人やワクチン接種を受けた人を含め、診断後
5日以内にパキロビッド®を処方された人は、処方され
なかった人よりも、診断後30日以内の入院率が51％低
くなった。COVID-19による入院を防ぐために、ワク
チン接種の状況に関係なく、重篤なCOVID-19転帰の
リスクが最も高いグループ（特に高齢者や複数の基礎
疾患をもつ人々など）にパキロビッド®が提供される
べきである。
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